
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

平成２５年度  
 

第４回 ふるさと福井景観広告賞 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

――  福福井井県県  ――  
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ふるさと福井景観広告賞 景観改善部門 

紳士服はるやま 敦賀店 

■ 所 在 地：敦賀市木崎１４－２            ■ 広告主：はるやま商事㈱（岡山県岡山市） 

■ デザイン：㈱プランテック総合計画事務所（大阪市）  ■ 施 工：㈱三昭堂（愛知県一宮市） 

敦賀市の県道松島若葉線沿いにある紳士服店。 

 これまでの紳士服店のイメージを一新するため、広告物を質の高いデザインに改善したもの   

である。 

 沿道の店舗は自己主張が強いものが多いなかで、壁面広告の表示面積を大幅に縮小し、色彩を抑え

たシンプルなデザインに改善したことは、景観に配慮する高い企業意識が伺える。 

 沿道景観の改善と広告物のあり方を考える上で模範となる活動であり、高く評価できる。 

【改 善 前】 

【改 善 後】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

ふるさと福井景観広告賞 景観改善部門 

坂川建設株式会社 

■ 所 在 地 ： 福井市宝永３丁目３－２４ 

■ 広 告 主 ： 坂川建設㈱ 

■ デザイン ： ㈱マルキヤ宣広社（福井市）       

■ 施  工 ： ㈱マルキヤ宣広社（福井市） 

福井市の養浩館庭園南側にある建設会社。 

 福井藩主松平家の別邸であった養浩館庭園は、市民にも親しまれる他、国内外からも庭園として 

高い評価を得ており、お茶屋から見る景色は格別に美しい。 

 ここからの眺望景観を損なわないように屋上の看板を撤去し、街並にあったものに改善した自主的

な活動は高く評価できる。 

 今年度から始まった景観改善部門の初の表彰として大変ふさわしいものと言える。 

 

【改 善 前】 

【改 善 後】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと福井景観広告賞 優良デザイン部門 
 

御菓子司 浅野耕月堂 

■ 所 在 地：あわら市温泉４－９１６          ■ 広告主：御菓子司 浅野耕月堂 

■ デザイン：㈱シーアンド（福井市）          ■ 施 工：ヤギカンバン（あわら市） 

あわら市のあわら温泉街にある和菓子店。 

 和を基調としながらも新しさがある広告物は、入口をあえて横に構えた店舗とうまく調和し、  

奥ゆかしさと落ち着きを感じさせる。 

シンボルマークの松をデザインした広告物を配置し、こだわりの菓子を扱う店舗の雰囲気を見事に

創出している。 

 店舗の改装に伴い新しく設置した広告物であるが、デザインを工夫し、あわら温泉の歴史的な街並

みに調和させている点が高く評価できる。 
 

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと福井景観広告賞 優良デザイン部門 

 
 
 

有限会社三崎タンス店 

■ 所 在 地：越前市元町５－１０         ■ 広告主：㈲三崎タンス店 

■ デザイン：㈲三崎タンス店           ■ 施 工：㈲三崎タンス店 

越前市のタンス町通りにある箪笥店。 

  職人が手作りした横長でユニークな形状の木製看板が歴史と伝統を持つ店構えを一層引き立てて 

いる。 

 タンス町通りという周囲の街並みにもよく溶け込み、古さや重厚さをベースとしながらも、現代に

も通じる主張やアピールを感じることができる。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

ふるさと福井景観広告賞 優良デザイン部門 

臼井煙草倶楽部 

■ 所 在 地：福井市順化２丁目２６－１７      ■ 広告主：臼井煙草倶楽部 

■ デザイン：内田建築設計室（京都市）       ■ 施 工：ミカミ看板（福井市） 

福井市のさくら通りと呉服町商店街通りの交差点にある飲食店。 

 木製看板を基調とした店構えは昭和の呉服町商店街の雰囲気を創出しており、街並みに魅力を与え

ている。 

 繁華街や沿道の広告物は自己主張が強いものが多いなかで、色彩や素材に工夫を凝らしたシンプル

な広告物を建物の低層部に配置しており、景観に配慮する意識の高さが伺える。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと福井景観広告賞 優良デザイン部門 

 
 
 

白駒酒造合資会社 

■ 所 在 地：南越前町今庄８２－２４        ■ 広告主：白駒酒造合資会社 

■ デザイン：歴史ある広告物であり不明       ■ 施 工：歴史ある広告物であり不明 

南越前町今庄宿にある老舗の造り酒屋。 

 デザインはシンプルで控え目でありながら、一目で業種が分かる酒樽のマーク、木製看板に金と黒

という素材や色、文字サイズの組み合わせが、絶妙なバランスで非常に洗練された印象である。 

 建物はもちろん歴史ある今庄宿のまちなみと見事に調和し、重厚で気品ある存在感を放っている。 

 現代では失われつつあるこのような洗練された歴史ある看板から学ぶことは多くあるように   

思われ、今後も継承されることを強く願っている。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

ふるさと福井景観広告賞 優良デザイン部門 

景観に配慮された広告物群（敦賀市） 

■ 所 在 地：敦賀市相生町          ■ 広告主：博物館通り景観形成協議会 

■ デザイン・施工：福井県立敦賀工業高等学校 建築システム科 平成２４年度入学生 

草木染工房 風雅（永平寺町） 

敦賀市の舟溜り地区にある広告物群。 

 舟溜り地区の特性をふまえ、住教育の一環として学生と草木染め作家と地域が一緒に取り組んだ 

結果生まれた１４の暖簾である。 

 それぞれの暖簾は手づくりの温かさがあり、歴史ある街並みとうまく調和している。住民参加に 

より地域全体の活性化につながったプロセスが特に評価できる。 

 



  第４回ふるさと福井景観広告賞 受賞作品一覧 
 

部門名 広告主 設置場所 

景観改善部門 はるやま商事株式会社 敦賀市木崎 

景観改善部門 坂川建設株式会社  福井市宝永 

優良デザイン部門  御菓子司 浅野耕月堂  あわら市温泉 

優良デザイン部門  有限会社三崎タンス店  越前市元町 

優良デザイン部門  臼井煙草倶楽部  福井市順化 

優良デザイン部門  白駒酒造合資会社  南越前町今庄 

優良デザイン部門  博物館通り景観形成協議会  敦賀市相生町 

 

福井県では、屋外広告物を周辺景観と調和させ、良好な景観の創出に寄与するようなものと

するにはどのようなことに配慮すればよいか、考え方や事例をまとめた「福井県屋外広告物 

ガイドライン」を策定しています。 

「ふるさと福井景観広告賞」は、広告主や屋外広告業者の皆様はもとより、県民の皆様に 

屋外広告物と景観について関心を持っていただくことを目的として、景観に配慮して屋外広告

物を改善した取組みと街並みや自然景観などと調和している屋外広告物を表彰するものです。 
 

■ 主  催  福井県 

■ 部  門  「 景 観 改 善 部 門 」：景観に配慮して屋外広告物を改善した取組み 

       「優良デザイン部門」：建物や周辺景観との調和に優れた屋外広告物 

■ 募集期間  平成２５年６月１４日 ～ 平成２５年８月３１日 

■ 審  査  福井県屋外広告物審議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■「屋外広告物ガイドライン」の紹介 

 

 

      

 

 

 

ふるさと福井景観広告賞について 

（平成 25 年度新設） 

会 長 

野嶋 慎二（福井大学大学院 教授） 

委 員 

内村 雄二（福井工業大学 教授）          梅田 洋子（福井法人会 女性部会 顧問） 

川畑 紀義（福井県教育委員会 委員長）       木下 信一（福井県屋外広告美術協同組合） 

塩出 周子（一般社団法人福井県文化協議会）   津田由起枝（一般社団法人福井県文化協議会） 

中屋 幸夫（福井県警察本部生活安全部 参事官）  西畑 敏秀（仁愛女子短期大学 教授） 

原田 陽子（福井大学大学院 准教授）     水上 聡子（アルマス・バイオコスモス研究所代表）    

宮﨑 和彦（福井県商工会議所連合会 常勤理事） 

福井県では平成２２年３月に屋外広告物ガイドラインを策定しました。 
屋外広告物を景観と調和させるための考え方について、具体的な事例や 

写真を使用してわかりやすく説明しています。 
店舗などでの屋外広告物の設置に当たり、ガイドラインをご活用いただけ

るよう普及に努めています。 
 ガイドラインは福井県土木部都市計画課のホームページからダウンロード

できます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

――  総総        評評  ――  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

  

  

福井県土木部都市計画課  

〒910-8580 福井市大手３丁目１７番１号 

TEL : 0776-20-0497 

FAX : 0776-20-0693      

E-mail : tokei@pref.fukui.lg.jp 

H P :  http://www.pref.fukui.jp/doc/tokei/ 

 
「ふるさと福井景観広告賞」は今回で第４回目を迎えましたが、景観と屋外広告物に

ついてさらに関心を持っていただくことを目的として、今回から新たに景観に配慮 

して屋外広告物を改善した取組みを表彰する「景観改善部門」を設けました。 
 景観と調和している広告物を表彰するこれまでの「優良デザイン部門」と合せて、

両部門の作品募集をしたところ、応募作品は周辺景観に配慮した作品が数多く   

見られ、広告主や屋外広告業者の皆様はもとより、応募者の方の屋外広告物と景観に

対する関心が高まっていることが伺えました。 
 福井県の附属機関である屋外広告物審議会に厳正な審査をお願いし、受賞作品の 

候補を選定していただきました。 
 選定していただいた受賞作品の中から、知事賞として、最終的な受賞作品を決定 

しましたが、今年度の受賞作品はそれぞれに特徴があります。 
 まず「景観改善部門」では、「景観に配慮する企業意識が高く周辺店舗へ景観改善

の波及効果が期待できるもの」や「地域の優れた眺望景観に配慮して自主的に広告物

を改善した取組み」を高く評価しています。 
 また、「優良デザイン部門」では、「新しく広告物を設置する際に看板本来の機能

や役割を果たすとともに、建物や周辺景観との調和を考える上で良い参考となる  

もの」、「歴史的な街並みにおいて昔ながらの広告物を継承しているもの」、そして

「住民参加による良好な景観形成活動によって地域全体の活性化につながったもの」

を高く評価しています。 
 受賞作品は広告物を設置する場合、いかに周辺景観と調和したものを設置すること

が大切かということと、広告物の改善は良好な景観形成に必要な活動であるという 

メッセージを発信しており、また、広告物と景観はまちづくりにとって重要な要素で

あることを気づかせてくれます。 
 いずれも屋外広告物と景観を考える上で非常に良い例となるものであり、福井の 

良好な景観づくり・まちづくりを実現していく上で積極的に活用されることを期待 

しています。 
 



 


